












Integration of computers into the accounting curriculum has received attention in the recent years. We have recognized the 
importance of information technology to the role of accountant. This introduction of computers into accounting curriculum can be 
dissected into two categories：teaching machines and computational tools. The object of this study is the latter. The purpose of this 
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表 1 会計教育におけるコンピュータの利用状況 






















































































 全体 70科目 四大 50科目 短大 20科目 
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表 3 コンピュータ会計教育の体系化モデル 
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  コンピュータ会計Ⅰの授業内（2012 年 7 月）で受講者を対
象に，授業内容の印象や理解度を尋ねる内容のアンケート調









ア．履修していない         … 31人（58.5％） 









ア．関心を持っていなかった … 6人（11.3％） 
イ．関心を持っていた       … 47人（88.7％） 
Q4. 本講義を受講するにあたって，表計算ソフトの操作を身
につけたいと思っていましたか． 
ア．身につけたいと思わなかった … 2人（3.8％） 





ア．学びたいと思わなかった … 19人（35.8％） 
イ．学びたいと思った       … 34人（64.2％） 
Q6. 本講義を受講するにあたって，実際の企業のコンピュー
タ会計に関する知識を得たいと思っていましたか． 
ア．知識を得たいと思わなかった … 2人（3.8％） 
イ．知識を得たいと思った       … 51人（96.2％） 
Q7. 本講義を受講してきて，表計算ソフトの操作性（使い易
さ）に関する現在の印象はいかなるものですか． 







イ．「すぐれた機能はない」と思う … 7人（13.2％） 
Q9.本講義を受講してきて，表計算ソフトでは「表の作成が
容易である」と思いますか． 
ア．「容易である」と思わない … 14人（27.5％） 




ア．「容易である」と思わない … 10人（18.9％） 




ア．「すぐれている」と思わない … 7人（13.2％） 




ア．「すぐれている」と思わない … 6人（11.3％） 
イ．「すぐれている」と思う     … 47人（88.7％） 
Q13.本講義を受講してきて，表計算ソフトは「マクロによる
自動的データ処理機能がすぐれている」と思いますか． 
ア．「すぐれている」と思わない … 4人（7.5％） 




ア．「反映するもの」と思わない … 11人（20.8％） 




ア．「必要がある」と思わない … 26人（49.1％） 












ア．「必要がある」と思わない  … 6人（11.3％） 













ア．「必要がある」と思わない  … 15人（28.3％） 





ア．「理解できる」と思わない     … 24人（48.0％） 




ア．「必要とする」と思わない … 13人（25.0％） 




ア．「必要とする」と思わない … 4人（7.7％） 




ア．「必要とする」と思わない … 21人（40.4％） 




ア．「必要とする」と思わない … 17人（32.1％） 




ア．「必要とする」と思わない … 5人（9.4％） 




ア．「必要とする」と思わない … 24人（45.3％） 
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イ．「必要とする」と思う     … 29人（54.7％） 
Q27.あなたの簿記に関する知識・能力はどの程度と自覚しま
すか． 





ア．ない … 42人（79.2％） 
イ．ある … 11人（20.8％） 
Q29.本講義における表計算によるシステムの内容を，あなた
はプログラム言語によって作成できると思いますか． 
ア．言語の知識があってもできないと思う 
… 34人（64.2％） 
イ．言語の知識が十分であればできると思う 
… 19人（35.8％） 
情報科学研究所　所報 No.82（2014）
8
